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賤ヶ岳は子どもの頃から徒歩でリフ
トで何度も登った山です。秀吉と勝家

の戦いの世に思いを馳せもう一度行きたいと
ころです。

作者

歌意

第80首

脇坂田鶴子

綿密な行動を経て挙兵に挑んだ大海
人皇子達の行動力には心惹かれます。

乱の皇族・貴族・豪族・舎人達の家系図や年表を
書いて独学しています。

作者

歌意

第86首

加藤由比

自然の生物に出会うかもという好奇
心を込めました。

作者

歌意

第81首

冨田茅采

滋賀県を代表する歌手・西川貴教さんの
イメージで詠みました。ダイナミック

なステージのイメージが伝わればと思います。

作者

歌意

第87首

アサキタキツネ

歴史を感じられる滋賀にあこがれます。

作者

歌意

第82首

小宮美也子

賤ケ岳の麓、琴糸の西山地区、鍋に湯
を沸し、汗を流し一本の糸を手繰り寄

せる辛抱強さ、たくさんの糸を撚り合せる技術
で琴糸の美しい音色が醸し出されます。

作者

歌意

第88首

髙田チヅ

比叡山延暦寺の不滅の法灯が、世界混
迷の今こそ、人類に智慧の灯を照らし

続けて欲しい。戦争の愚を知らしめる法灯への
願いを込めて。

作者

歌意

第83首

川村育久

月光の優しい光を浴びながら、城は
昔の戦の時代を夢にでも見ているの

でしょう。

作者

歌意

第89首

今林快波

下校時に琵琶湖に映る自転車と自分
を想像して詠みました。

作者

歌意

第84首

上垣光翔

海津大崎の桜が見事でした。遠目から
でもわかるのがインパクト大です。

作者

歌意

第90首

沖原イヲ

稲がグングン成長した田園を大風が
吹き抜けると、稲穂は激しい擦れ音を

響かせ大波小波を起こします。こうして丈夫な
稲に育っていくようです。

作者

歌意

第85首

井狩陽子

金勝アルプスは、テレビでも紹介され
ており、母校登山部の先輩も鶏冠山山

行記録を同窓会誌に寄稿しています。金勝アル
プスは滋賀の誇りです。

作者

歌意

第91首

あさぼらけ

私の郷では有名な三上山の百足伝説（む
かででんせつ）が知られていないので

もっと広めたいです。

作者

歌意

第92首

野洲ニャン

1994年1月、余呉湖畔を歩いて一周
しました。幸い雪はありませんでし

た。自転車よりも、なぜか歩いて回りたくなっ
たのです。

作者

歌意

第95首

海神瑠珂

野洲から134cmを超える日本最大の
銅鐸が出土しており、製作過程の動く

模型等を博物館で見ることができます。古代の
ロマン漂う地を詠みました。

作者

歌意

第93首

山本雄大

東海道の大沙川隧道は通学路でした。
入学式へ向かう時に雄大な弘法杉を

見て、緊張が吹き飛んで新生活を満喫しようと
決意したことを思い出します。

作者

歌意

第96首

新海良太

なんとなく大変な夫婦になりそう。

作者

歌意

第97首

森下博史

世界中に似たボードゲームがあるの
に歴史は謎なカロム。彦根では昔は当

たり前に家にあり楽しんだものです。もっと世
に広まれとの願いを込めて…。

作者

歌意

第98首

山本祐史

馬見岡綿向神社の神が見守る日野で蒲
生氏郷公を偲び、今もなお彼の時代か

ら続く同じ風を受ける敬慕の心を詠みました。

作者

歌意

第99首

三村哲也

滋賀県といえば飛び出し坊や。黄昏
時、道路脇の飛び出し坊やの影が長く

伸びる近江路を思いながら作りました。

作者

歌意

第94首

水野幸紹

三上山の登山道に割れ岩があります。
岩と岩の間はとても狭いですが、そこ

を進みます。

作者

歌意

第100首

蜘蛛野澄香

若歌賞特別
審査員賞

特別
審査員賞

若歌賞

写真 /辻田新也

糸取りの生き生きとした光景から、糸取り

の歴史に思いを馳せました。江戸時代にも

現代にも通じる歌なのがよかったです。

繭の動き、鍋の湯気、糸取女の視線、一本

の細い光――。一瞬の情景が繊細に描かれ

ています。結句の「一本の糸」は象徴性を

帯び、歌に込められた祈りのような余韻を

残します。

COMMENT
高田さん
COMMENT
高田さん

COMMENT
宮島さん
COMMENT
宮島さん
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飛び出し坊やが存在する日常風景がかけがえ
のないものとして感じられました。雨の日も
風の日もご苦労さまとねぎらいたくなります。

初句、二句の描写がうまい。結句の「擦りつつ
進む」には、狭い岩場を登っている体感があ
ります。繊細さと迫力が同居する一首です。
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